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A taxonomlc study of marlneASe110ta

    （ CruStaCea： ISOpoda） ftomJapan

（日本沿岸産ミズムシ亜目等脚類の分類学的研究）

学位論文内容の要旨

  ミズムシ類は、水草や海藻などの植物上、コケムシや海綿などの付着動物上、あるい
は岩や砂泥底上など、様々な基質上から見っかる底生動物で、飾足動物門甲殻綱等脚日
中最大の水生グループとして一亜目を形成する。現在までに35科1800種以上が世界か
ら知られ、生息域は陸水域から1万メートルの超深海帯にまで及ぶ。これまでに日本か
らは14科47種が知られるが、そのうち浅海産種は4科5種のみであった。これは、大
陸棚域での研究がこれまでほとんど行われていなかったためである。
  本論文は5年間にわたる各地の調査で採集された日本沿岸浅海性ミズムシ類全種を扱
ったモノグラフであり、8章から構成される。第1～2章の緒言およぴ材料と方法に続き、
第 3` 6章ではそれぞれパラムンナ科、ムンナ科、サンティア科、ウミミズムシ科、ヒラ
タウミミズムシ科、ホソミズムシ科を扱い、第7章では日本産全種の検索表を示した。
第8章では日本と極東ロシアのミズムシ相の比較を行った。
  第3章では日本産パラムンナ科全種を扱った。特にHeterosignum属については分類学
的再検討を行った。パラムンナ科はこれまでHeterosignum mutsuensis Gamo，1976のみが
日本沿岸から知られていた。今回の調査によって同種を含む4属11種を採集した。こ
のうち尸｜ロramunna襾なぬsp. nov．，Pleurogon，棚6めぬ甜m叩．ncM，P轟匈峨ぬm叩．nov．，
Mむ珊Dg弸淵ロ朋轡’′嬲Sp．noV．，MD冖開細胞sp．nov．の5種を新種として記載した。さらに、
ロシアとの共通種P昆H朋｜gD．nf甜mmPr聊eDHビnfロ昆KuSSm【i巧1962，Pロ’鬱びmmKuS鉛k弧1972
と″．m珊眦恥おを、今回得られた標本に基づぃて再記載した。残りの3種はロみ形脚蜘“所
属および南半球から知られるC，D甜脇弸門む属の両属とよく似た形質を持っていた。これら
の標本に加えて両属の既知種を形態学的に詳細に比較検討した結果、これまで両属の区
別点とされてきた形質では両属は区別できないことが判明した。そこで″｜ヨ胞Mえ即棚属
の再定義を行い、両属の差異を明瞭にした。加えて、3新種の記載と〃．朋甜8釘P恥むの再記
載を行なぃ、C．鯛fcD閉おを新組み合わせとしてチセ絶′班起舛甜m属へと所属を変更した。
  〃．mHな釘弸ぬの雄を岩手県大槌湾の砂泥底水深45．3‐62．5mから初めて採集し記載した。
雌は第2・7胸節側方に1本の針状突起を持っが雄では第2、3、6胸節に針状突起を持つこ
とが明らかとなった。また、胸節針状突起の有無の変異パターンを雌雄で記載した。鹿
児島県屋久島沖水深135mから得た〃．出8釘血五Sp．nov．は頭胸節から第7胸節の背面中央
部にそれぞれ1本の太い棘を持つ点、第1触角柄節第2節の先端部が外側に突出する点
などから他種と区別し、新種として記載した。同時に頭胸部には棘を持ち胸節には棘を
持たない小型の個体を得たが、第1腹肢の剛毛列のパターンが同じである点、胸節側方
の針状突起の形態が同じである点から同種と結論づけた。脱皮に伴う発育段階で胸節背
面の棘は発達するものと推論した。C．加比り朋おは、ホロタイプとアロタイプを入手して
形態形質を再検討した結果、第2触角の第3節が拡大する点、1剛毛を備えた小突起を第
3節基部に持つ点、腹尾飾が細く、円筒状の前体部と側縁に鉅歯を持ち、左右に広がった
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後 体 部 を 持 つ 点 な ど か ら Heterosignum属 へ と 所 属 を 変 更 し た 。 こ の 他 、 岩 手 県 大 槌 湾 か

ら 〃 ，  otsuchiensis sp． nov.を 、 山 口 県 日 本 海 沖 か ら ″ ． elegans sp． nov． を 記 載 し た 。

  Heterosignum属 と 近 縁 属 Coulamannia属 と の 区 別 点 と し て 、 Heterosignum属 は 胸 節 側 方

の 針 状 突 起 が 1葉 で あ り 、 胸 節 背 面 に 棘 を 持 た な い の に 対 し 、 C， D甜 細 淵 ぬ 属 で は 胸 飾 側

方 の 針 状 突 起 が 2葉 で 、 胸 節 背 面 に 棘 を 持 つ 点 が 指 摘 さ れ て き た （ 蒲 生 1976） 。 確 か に

c． ロ 珊 0ロ 触 と C． ケ 喞 ぬ に は こ れ ま で の 相 違 点 は 当 て は ま る 。 し か し 、 C． 卿 比 り 朋西 では 胸

節 側 方 の 針 状 突起 が1葉 であ る が、 〃． Dな伽 f開ざ む sp， nov． とHD轟 細心 “iSp．noVfでは 胸節 背

面 に 棘 を 持 っ て い た 。 ″ ． 册 釘 お HP恥 ぬ と C． 釘 門 fcDmお は 同 じ年 に記 載 され たた め 、著 者た ち

は 互 い の 種 を 参 照 し な か っ た と 考 え ら れ た 。 こ れ ら の 形 質 を 再 検 討 し た 結 果 、 胸 節 背 面

の 棘 の 有 無 は 両 属 の 区 別 点 と し て 無 効 で あ る が 、 胸 節 側 方 の 針 状 突 起 の 形 態 は 両 属 の 区

別 点 と し て 有 効 で あ っ た 。 さ ら に 、 そ の 他 の 形 態 形 質 を 両 属 聞 で 詳 細 に 比 較 ・ 検 討 し 、

次のようなチぬセ勝増卩鮒属の新しい定義を提出した。

  肌 セ 勝 え ザ 甜 m属 の 再 定 義 ： 体 の 背 面 か ら の 概 観 は 楕 円 型 で 、 第 4胸 節 と 第 5胸 節 と の

間 に く び れ が 明 瞭 に 認 め ら れ る 。 頭 胸 節 は 前 縁 部 は 突 出 す る 。 胸 節 は 1葉 の 針 状 突 起 を

備 え る 。 基 節 板 は 胸 節 板 下 面 に 位 置 し 、 背 面 か ら 確 認 で き な い 。 眼 柄 は 長 く 先 端 に 少 数

の 個 眼 を 持 つ 。 尾 肢 は 単 葉 で 柄 節 を 持 た ず 、 腹 尾 節 の 後 端 に 位 置 す る 。 腹 尾 飾 は 円 筒 状

の前体部と側縁に鉅歯を持つ左右に拡がった後体部から成る。第2触角の第3飾は拡大

し 、 基 部 に 1本 の 剛 毛 を 備 え た 小 突 起 を 持 つ 。 大 顎 は 髭 を 持 た な い 、 臼 歯 状 突 起 は 頑 強

で表面に不規則に並んだ歯を持つ。

  第 4章 で は 日 本 沿 岸 産 ム ン ナ 科 全 種 を 扱 っ た 。 ム ン ナ 科 は こ れ ま で に 日 本 沿 岸 か ら 報

告 は あ る が 、 そ れ ら の 種 名 は 決 定 さ れ て い な か っ た 。 極 東 ロ シ ア か ら は Mむ ′ 釘 珂 属 の 22

種が知られる。今回の調査により日本沿岸から2属6種が採集された。そのうち、M珈M

6卿 伽 ロ sp． nov． と M/叩 ° ″ ｜ 餾 Sp． nov． を 新 種 と し て 記 載 した 。さ ら に、 ロシ ア との 共通 種

Aイロ1亀コお甜轟弸括くh珂anova，1936，Atぷた讐ガぬガsP門fくh珂anova，1933，AZfP門釘を旭sKussak血，1962

を 、 今 回 得 ら れ た 標 本 に 基 づ ぃ て 再 記 載 し た 。 〔 加 m觚 M属 で は 、 洳 m釘 ′ l′ 鰡 sP川 田 釘 ぬ

M伽 er’ 1992を 、 今 回 得 ら れ た 標 本 に 基 づ ぃ て 再 記 載 し た 。 本 種 は 日 本 各 地 か ら 得 ら れ 、

これまでにマレーシアとされていた本属の最北端記録を更新した。

  第 5章 は サ ン テ ィ ア 科 を 扱 っ た 。 こ れ ま で に 日 本 と 極 東 ロ シ ア を 含 む 北 西 太 平 洋 か ら

全 く 報 告 が な か っ た が 、 今 回 の 調 査 に よ っ て 5細 細 属 の 2新 種 、 エ S細 舶 施 fDfSp． nov． と S

′ D′熔おPrD鉛Sp．novIを発見 し記載した。SぬfDfSp．nov．は、南極産Smロ w．ゞD剛（Hme，1937）お

よ ぴ Smf′ 昆 ガ （ Mロ 泌 es＆ Glynn， 1968） と 、 内 肢 よ り 長 い 外 肢を 持つ 尾 肢を 持つ 点 で似 るが 、

剛 毛 数 の 違 い な ど か ら 区 別 で き た 。 ま た 、 Sb喀 お P細 舛 sp． nov． は 第 1触 角 第 2柄 節 に 長 い

感覚毛を持つ点などからSね矧叩．novと異なることを明らかにした。

  第 6章 は こ れ ま で に 日 本 沿 岸 か ら 知 ら れ る ウ ミ ミ ズ ム シ 科 、 ヒ ラ タ ウ ミ ミ ズ ム シ 科 、

ホ ソ ミ ズ ム シ 科 の 全 種 、 ふ 閉 f卿 m′ D愕 加 紹 朋 ロ 細 （ 1Helenlan珥 1910） ， 工 ぷ P川 田 1伽

（G嵶anOVも1936），ぬPやpぼお′D6ロ細RiChard鍬1，18（ー汐，CI口ビmゞ rP冖Pf朋耐ぱ門な’p（珊fn釘打NW10mura，

1975を 扱 っ た 。 今 回 、 新 た に 採 集 し た 標 本 に 基 づ ぃ て 観 察 さ れ た 形 質 と こ れ ま で に 知 ら

れる形質との若干の違いについて記載した。

  以上の研究結果に基づき、第7章では日本産海産ミズムシ類の検索表を記した。

  第 8章 で は 今 回 の 研 究 成 果 に 基 づ ぃ て 日 本 沿 岸 と 極 東 ロ シ ア と の 比 較 を 行 っ た 。 こ れ

までに日本沿岸から4科4属5種の浅海性ミズムシ類が知られていたが、本研究によっ

て総数は6科10属23種となった。一方、極東ロシアからは浅海性ミズムシ類4科7属

46種 が 知 ら れ て い る 。 両 海 域 の 共 通 種 は 6種 の み で あ り 、 こ れ は 日 本 産 種 の 26％ 、 極 東

ロ シ ア 産 種 の 13％ に 当 た り 、 両 海 域 と も に 比 較 的 独 自 性 が 高 い こ と が 示 唆 さ れ た 。 極 東

ロ シ ア で は 全 て の 種 が 冷 水 系 種 で あ っ た が 、 日 本 で は 8種 が 北 方 要 素 、 15種 が 南 方 要 素

で あ り 、 両 要 素 の 混 在 が 認 め ら れ た 。 両 要 素 の 混 在 は 小 樽 、 忍 路 、 大 槌 の 3地 点 で の み

見 ら れ た 。 南 方 要 素 の 北 限 は 忍 路 、 北 方 要 素 の 南 限 は 大 槌 で あ っ た 。 こ れ ら の ミ ズ ム シ

類の分布は海流の分布におおよそ一致した。
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学位論文審査の要旨

主査  教授  馬渡駿介
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    学位論文題名

A taxonomlc study of marlneASe110ta

    （ CruStaCea： ISOpoda） fromJapan・

（日本沿岸産ミズムシ亜目等脚類の分類学的研究）

  自然環境にどんな種が生息しているかを知ることは生物の多様性を理解する上

で不可欠である。しかし、海産無脊椎動物の多くは種名が判明しているものより

も種名が決定していないものの方がはるかに多いと考えられている。これらの知

られていない生物を科学の土台に乗せることは分類学の重要な仕事である。

  ミズムシ類は、節足動物門甲殻綱等脚日中最大の水生グループとして一亜目を

形成する底生動物で、水草や海藻などの植物上、コケムシや海綿などの付着動物

上、あるいは岩や砂泥底上など、様々な基質上から見っかる。現在までに35科1800

種以上が世界から知られ、生息域は陸水域から1万メートルの超深海帯にまで及

ぶ。日本からはこれまでに陸水から22種、深海域から20種が知られていた。し

かし、潮間帯と陸棚からなる浅海域からは5種が知られるのみであった。既知の

浅海性種数の少なさは浅海域の調査が不十分なためと推測される。浅海性ミズム

シ類は体長がImm前後と非常に小さく、付属肢の解剖が難しい。ところがその付

属肢にこそ分類形質が多く、この点が研究の遅れの原因と考えられる。

  申請者は、自ら5年間にわたって日本全国の沿岸で浅海性ミズムシ類を採集し

た。本研究は、それらの標本を基に、既知種を含めて浅海性23種を記載した日本

沿岸産ミズムシ類の初めての総括的研究である。23種中には新種12種と日本初記

録種6種が含まれ、これまで貧弱であると考えられてきた日本沿岸のミズムシ相

に対する認識を改めさせる結果をもたらした。本研究によって日本沿岸の生息種

数は約5倍に増大した。そして、属ではPl eurogonium属やMunnogonium属など6

属を、科では．5'antiidae科とMtmnidae科の2科を日本沿岸から初めて報告した。

以上のように、本研究は我が国のミズムシ相の解明に大きく貢献したと言える。

  論文中の He ter osignum属の分類学的再検討は注目に値する。申請者の採集した

Paramunnidae科標本の中に、青森県陸奥湾から知られるHe ter osignum属と南極海



およびインド洋から知られるCoulmannia属の両属によく似た形質を持っものがあ

った。しかし、それらの標本とHe ter osignum属とCoulmannia属の既知種の形態

を詳細に比較検討すると、これまで両属の区別点とされてきた形質では両属は区

別できないことが判明した。これまで而属の区別点として、ゐりterosignum属は胸

節側方の針状突起が1葉であり、胸節背面に棘を持たないのに対し、Cou；ma″″ぬ

属では胸節側方の針状突起が2葉で、胸節背面に棘を持つ点が指摘されてきた

  （Gamo，1976）。確かに£a船むaJおと£仔なjぬにはこれまでの相違点は当て

はまる。しかし、e珊jc…おでは胸節側方の針状突起が1葉であるが、霞

〇tsUむj朗SおSp．noV．と風〇カtS甜茄sp．nov．では胸節背面に棘を持っていた。

風刪t刪印釘sとe伽jc〔棚jsはそれぞれGamoとKensleyによって同じ年に記載

されたため、著者たちは互いの種を参照しなかったと考えられた。これらの形質

を再検討した結果、胸節背面の棘の有無は両属の区別点として無効であるが、胸

節側方の針状突起の形態は両属の区別点として有効であった。さらに今回得られ

た標本とタイプ標本および文献に基づぃて分類形質の探索をおこない、新たに第2

触角第3節の形状の違いや第4胸節と第5胸節間のウエストの有無、腹尾節側縁

部の鋸歯の有無などが属の分類形質として使えると判断した。これらの形質に基

づいて舶¢釘卵ん班伽属の再定義を行い、両属の差異を明瞭に示した。同時に3新

種の記載と霞刪オsu鮒sおの再記載を行ない、e珊jc。．朋おを新組み合わせとし

て舶オ帥sゆ珊属ヘ所属の変更を行った。このように申請者は種記載のみならず

問題のあった属を分類学的に整理した。このような分類学上の整理の積み重ねに

よって分類学は前進するものである。

  本研究によって科や属や種の分類学的情報が蓄積されたため、日本沿岸のミズ

ムシ相を他地域のそれと比較することが可能となった。申請者は日本沿岸と極東

ロシアを比較した。本研究によって日本沿岸に6科10属23種が生息することが
明らかになった一方、極東ロシアからは浅海性ミズムシ類4科7属46種が知られ

ている。両海域の共通種は6種で、これは日本産種の26％、極東ロシア産種の13％

に当たり、両海域ともに比較的独自性が高いことが示唆された。極東ロシアでは

全ての種が冷水系種であったが、日本では8種が北方要素、15種が南方要素であ

り、両要素の混在が認められた。この混在は北海道の日本海側と東北太平洋側で
のみ見られた。このようなミズムシ類の分布は海流の分布とほば一致する。

  以上のように、本研究は、日本沿岸産ミズムシ亜目の多様性の理解にっながる

ものとして評価される。また、日本沿岸が北方・南方要素の入り交じる特異な生

物相を擁する地域であることをミズムシ類の分布においても裏付けたことは、分
類学のみならず生物地理学や生態学への貢献も期待されるものとして評価される。

  よって審査員一同は、申請者が北海道大学博士（理学）の学位を授与される資

格のあるものと認めた。
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